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          Osamu RYoji and Tadao KIRIYAMA 
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(Chief: Dr. T. Kiriyama)
   A case of rhabdomyosarcoma of the right kidney is presented. A 78-year-old man was 
admitted with the complaint of abdominal pain and abdominal fullness on March 15, 1985. 
Radiological examination showed a giant tumor of the right kidney. Radical nephrectomy 
and right hemicolectomy were performed. 
   Histological findings were embryonal rhabdomyosarcoma of the kidney. Residual tumor 
in the duodenal area recurred and he died of peri-duodenal abscess 2 months after admission. 
This case is the 17th case of rhabdomyosarcoma of the kidney in Japan. The literature is 
reviewed and discussed. 































血液 生 化学:正 常 範 囲 内
フ ェ リチ ン97nglml,PTHo.3ng!ml以下 ,血 中
ノル ア ド レナ リ ソ0,16ng/ml,アドレナ リ ソ0,03ng/
ml,GEA1,8ng/ml
尿 沈 査:RBC15～20/hpf,WBC3～5/hpf




血 沈11時 間 値85mm,2時 間 値145mm
排 泄 性 腎 孟 造影=右 腎孟 上 方 が 拡 張 を 伴 って 上 方 に




































































































































日裏 ・ほか:腎 ・横紋筋肉腫 1407
Table2.腎横紋筋肉腫本邦報告例,










































































































































































ないために評価は難 しいが,男 性にやや多 く,左右差












hypovascularであ って も 統 計 的 に 考 え られ る の は腎
細 胞癌 で あ る と し,さ らに 腎 肉腫 の 組 織 型 の鑑 別 は不
可 能 と述 べ て い る.本 邦 集計 で は,hypQvascularが
4例20・23・25),hypervascularとhypovascularの混
在 が1例21),異常 血 管 像 を示 した のが3例18・21・24)であ
り,hypovascularな血 管 像 が主 で あ る.本 症 例 も末
梢 の 血 管 のわ ず か な 増 生 は 認 め られ る も の のhypo-
vascularの像 を 呈 した.CTscan・超 音 波 検 査 で は,
腫 瘍 内 部 は不 均 一 で 出血 ・壊 死 の混 在 が 示 唆 され,術
前 診 断 で は,腎 細 胞 癌 が い ちば ん 可 能 性 の あ る もので
あ った,
横 紋 筋 肉腫 は 局 所 浸 潤 の速 い こ と,早 期 の遠 隔転 移
が 多 い こ と,な どか ら,他 の悪 性 腫 瘍 に 比 し,高 い悪
性度 を持 って い る28).その なか で も,後 腹 膜 お よび 泌
尿生 殖 器 に 原 発 す る もの は診 断 が 遅 れ,予 後 は さ らに
悪 くな る.泌 尿 生 殖 器 原発 は,他 の部 位 よ りも リンパ
節転 移 が高 率 で あ る とい う29)睾丸 周 囲 の 横 紋 筋 肉腫
は 比 較 的予 後 は 良 い 方 で あ るが,そ の 後 腹 膜転 移 は40
%と の報 告 も あ る3D).
病 期 分 類 に つ い て は,さ ま ざ まな 分 類 が あ る が,
IntergroupRhabdomyosarcomaStudy(IRS)にょ
って な され た 分 類 が 一 般 的 で あ る(Table3).Ma-
urerl。)によれ ば,636例の 病 期 の 内訳 は,groupI16
%,groupII25%,groupIII40%,groupIV19
%と な って お り,groupIII・IVの合 計 は 全 体 の約
60%にも達 して い る。
横 紋 筋 肉腫 の治 療 は,1970年に 入 って 変 化 しは じめ
た.1960年前 半 は,少 な く と も,こ の腫 瘍 の 治療 は,
外科 的 手術 に よ る根 治 的 切 除 の みが 長 期 生 存 の 方 策 で


























































例中8例 のNEDを 報告 し,根治的手術を含む治療
と比較 して,生存率に変化がなかったとしている.し
かし,この腫瘍の悪性度の高さと泌尿生殖器の解剖学
的特殊性か ら,依然広範な郭清を含む根 治手術 が治
療の中心をなすとする考x方 が多いことも事 実 であ
る31)
IRSは1972年よ り1978年ま で の期 間Vim,各group
別 の治 療 法 に 関 してrandomizedstudyを行 な っ
た.そ の結 果groupIに お い て は,術 後VAC療
法 を2年 間 継 続 した もの に 対 して,局 所 放射 線 療 法 は
不 必 要 で あ る こ と,groupIIにお い て は,術 後 化学
療 法 がVACとVAで は,予 後 に差 が 生 じな い こ
と,groupIII・IVで は,化 学 療 法(pulseVAC
療 法)に,adriamycinを追 加す る の と しない の とで
も,予 後 に 大 差 が な い こ と,な どを 報 告 したio).これ
らのstudyの2年 間 のrelapsefreesurvivalrate
は そ れ ぞ れgroupIが83%,皿 が72%,皿 が65%,
IVが28%,と良 好 な成 績 で あ る.さ らに,新 しい 多剤
併 用 療 法 の 試 み もな され て い る.Ghavimiは 前 述 の
T2protoco1のhighstageにお け る効 果 が満 足 す べ
き もの で は な か った た め,actinomycinD・cyclo・
phosphamidevincristinebleomycinmetho-
trexate・adriamycin・BCNUの多 剤 併 用療 法 を放 射
線 療 法 と同時 に 行 な うT6protocolをstageII～IV
に 行 な い,64%のdiseasefreeを,85.7%の生 存 率
を報 告 した36).
また,本 邦 で も多 剤 併 用療 法 の 試 み が な さ れ て お
り,vinblastine・CDDP・bleomycinの併用 に よる
著 効例 も報 告 され て い る37・38).しか ,CDDP単 剤
と して の効 果 は ほ とん どな い こ とが 多 く,有 効 例 で も
有 効期 間 が 短 い こ とや3.Omg/kgある い は90mg/m2
と相 当量 が 必 要 な こ とな どか ら,単 剤 と して の使 用 に
は 問題 が あ る39).島袋 ら40)は,adriamycin・cyclo・
phosphamide・VP-16・CDDPの併用 療 法 を 前 立 腺
横 紋 筋 肉腫 に 対 して 試 み,1例 の み だ が90%の腫 瘍 縮
少 効 果 を 得 て,humantumorclonogenicassayに
よる薬 剤 感 受 性 試 験 に お い て,CDDPは10%の コ ロ
ニー抑 制 に 対 して ,VP-16は90%の 抑制 を 認 め て い
る.こ の よ うに 化学 療 法 が 治療 の重 要 な役 割 を 占め て
き てい る現 在,本 邦 で も,新 しい 薬 剤 の有 用 性 と多 剤



















5)境 優 一 ・野 田 進 士 ・江 藤 耕 作=腎 肉 腫 に つ い
て,第1編 本 邦 腎 肉 腫 報 告125例 に つ い て の 病 理
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